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23
年
度
補
正
予
算

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
２
８
２
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
額
は
89
億
３
２
１
０
万
７
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
、
産
業
担

い
手
育
成
事
業
奨
励
金
、
気
象
観

測
装
置
設
置
工
事
、
給
食
費
管
理

シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
な
ど
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　
３
３
２
万
５
０
０
０
円
を
減
額

し
、
予
算
額
は
17
億
５
１
７
万
２

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費

な
ど
の
精
査
で
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

　
90
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
額
は
、
１
億
１
６
９
１
万
３

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高

齢
者
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
な
ど
で

す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　
40
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は
９
億
２
９
０
１
万
４
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保

険
シ
ス
テ
ム
住
基
法
改
正
対
応
業

務
な
ど
で
す
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　
10
万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
、

予
算
額
は
６
９
７
４
万
１
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費

な
ど
の
精
査
で
す
。

平成23年第4回定例会

　

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
15
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
し
た
議
案
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　
１
９
６
万
２
０
０
０
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
７
億
９
５
０
６
万

９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
修
繕
料

な
ど
で
す
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　
10
万
円
を
追
加
し
、
予
算
額
は

２
３
８
８
万
７
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
光
熱
水

費
で
す
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　
２
３
４
万
４
０
０
０
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
８
億
３
１
５
４
万

８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
北
檜
山

下
水
処
理
場
の
光
熱
水
費
、
修
繕

料
な
ど
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
、
１
１
１
９
万
３
０
０
０
円
を

減
額
し
、
予
算
額
は
12
億
６
２
２

２
万
７
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費

な
ど
で
す
。

条
　
　
　
　
　
例

◎
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
町
が
設
置
す
る
目
的
基
金
の
中

で
小
額
の
基
金
残
高
と
な
っ
た
も

の
を
整
理
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

◎
町
有
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改

正
　
減
免
又
は
徴
収
猶
予
並
び
に
管

理
の
準
用
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
と
の
表

記
の
統
一
及
び
整
合
性
を
図
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

◎
定
住
促
進
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
改
正

　
減
免
又
は
徴
収
猶
予
並
び
に
明

渡
請
求
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
と
の
表

記
の
統
一
を
図
り
、
さ
ら
に
督
促

条
項
及
び
保
管
義
務
条
項
（
迷
惑

行
為
）
を
追
加
し
、
追
加
し
た
分

の
条
項
整
理
を
図
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

意
　
　 

見
　
　 

書

◎
漁
船
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引

取
税
の
免
税
等
に
関
す
る
意
見

書
　
国
民
に
対
す
る
水
産
物
の
安
定

供
給
と
と
も
に
、
こ
れ
に
不
可
欠

の
前
提
と
な
る
漁
業
者
の
経
営
安

定
を
維
持
す
る
た
め
、
漁
船
に
使

用
す
る
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取

税
の
免
税
、
農
林
漁
業
用
Ａ
重
油

に
か
か
る
石
油
石
炭
税
の
免
税
・

還
付
措
置
に
つ
い
て
恒
久
化
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
税
に
つ
い
て

は
、
漁
業
者
の
負
担
が
一
切
増
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
の
措
置

を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

す
。

提
出
議
員
　
平
澤
　
　
等

　
　
　
賛
成
議
員
　
石
原
　
広
務

　
　
　
　
同
　
　
　
小
平
　
　
久

　
　
　
　
同
　
　
　
細
川
　
伸
男

　
　
　
　
同
　
　
　
菅
原
　
義
幸

◎
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

　
政
府
は
、
原
子
力
発
電
の
『
安

全
神
話
』
が
崩
壊
し
、
国
民
の
信

頼
を
大
き
く
失
っ
た
こ
と
に
目
を

向
け
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
を
早
期
に
進
め
る
よ

う
次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す
る

も
の
で
す
。

①
原
発
か
ら
再
生
可
能
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー(

太
陽
光
・
太
陽
熱
、

風
力
、
水
力
、
地
熱
、
波
力
、

潮
力
な
ど)

へ
の
転
換
を
目
指

す
こ
と
。

②
原
発
の
新
規
建
設
や
増
設
を
行

わ
な
い
こ
と
。

③
耐
用
年
数
を
迎
え
た
も
の
か
ら

段
階
的
に
運
転
を
中
止
し
、
計

画
的
な
廃
炉
に
よ
っ
て
原
発
か

ら
撤
退
す
る
こ
と
。

④
現
行
の
緊
急
時
計
画
区
域(

Ｅ

Ｐ
Ｚ)

を
拡
大
す
る
こ
と
。

⑤
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
を
廃
止
す

る
こ
と
。

⑥
青
森
県
大
間
原
子
力
発
電
所
の

建
設
を
中
止
す
る
こ
と
。

提
出
議
員
　
菅
原
　
義
幸

　
　
　
賛
成
議
員
　
平
澤
　
　
等

　
　
　
　
同
　
　
　
石
原
　
広
務

　
　
　
　
同
　
　
　
小
平
　
　
久

　
　
　
　
同
　
　
　
細
川
　
伸
男

◎
防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
　
防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
中
央
防
災
会
議

に
少
な
く
と
も
３
割
以
上
の
女
性

委
員
を
登
用
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
地
方
防
災
会
議
へ
女
性

委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る
た

め
、
都
道
府
県
知
事
や
市
区
町
村

の
長
の
裁
量
に
よ
り
、
地
方
防
災

会
議
に
有
識
者
枠
を
設
け
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
を
速
や
か
に
行
う
よ
う
要

望
す
る
も
の
で
す
。

提
出
議
員
　
澤
田
　
光
子

　
　
　
賛
成
議
員
　
細
川
　
伸
男

　
　
　
　
同
　
　
　
菅
原
　
義
幸

◎
国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図

る
各
種
基
金
事
業
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書

　
安
全
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、

医
療
や
介
護
の
充
実
、
子
育
て
支

援
の
強
化
な
ど
に
対
す
る
各
種
基

金
制
度
が
設
け
ら
れ
、
地
方
自
治

体
に
お
け
る
迅
速
か
つ
柔
軟
な
取

り
組
み
に
対
し
て
支
援
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
基
金

事
業
の
多
く
が
今
年
度
限
り
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

基
金
に
つ
い
て
継
続
す
る
よ
う
要

望
す
る
も
の
で
す
。

①
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
臨
時
特
例
基
金

②
安
心
子
ど
も
基
金
、
お
よ
び
妊

婦
健
康
診
査
支
援
基
金

③
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特

例
基
金

④
障
害
者
自
立
支
援
対
策
臨
時
特

例
基
金

⑤
地
域
自
殺
者
対
策
緊
急
強
化
基

金

提
出
議
員
　
澤
田
　
光
子

　
　
　
賛
成
議
員
　
細
川
　
伸
男

　
　
　
　
同
　
　
　
菅
原
　
義
幸

※
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣

宛
提
出
し
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の

お
願
い

議
会
議
長
宛
の
案
内
・
請

願
・
陳
情
等
は
、
議
会
事

務
局
へ
提
出
願
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の

お
願
い


